
桐 生 商 工 会 議 所 N E W S

　水道山の山頂に近い登山道から吾妻公園越しに望む市街地。動物園を満開の桜が彩る。桐生が岡の名前の通り、街からせり上がる
丘陵地帯に雲のように桜の開花前線が追いかける。麓のまちは宮本町、趣のある歴史の街並みは 3月11日の東日本大震災であちこち
に被害が出た。吾妻公園、岡公園という市民の「心のふるさと」を抱え、春の訪れとともに “花のまち ” ともなるこの界隈、それだ
けに早い復興を願うばかりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010年 4 月10日撮影、「桐生を俯瞰する」は今回で終了となります）

桐生を俯瞰する ⑫ 水道山より

The main article
●東日本大震災特別相談窓口設置
●常議員会・通常議員総会報告
●会員事業所紹介

毎月 1 回 1 日発行（昭和36年10月18日第三種郵便物認可）　平成23年 4 月 1 日発行
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Kiryu Chamber of Commerce and industry

 1 日（金） 桐生商工会議所 平成23年度スタート

 4 日（月） 桐生機械工業連合会理事会　（桜の間）

 5 日（火） 桐生商工会議所 創立記念日

10日（日） 群馬県議会議員選挙

 8 日（金）
行政書士なんでも手続き相談会　（404号室）
マル経審査会　（502会議室）

12日（火）

工業部会 議員会　（ケービックⅢ）
桐生八木節まつりパレード委員会　（501会議室）
信用保証協会 金融・経営相談会　（相談室）

13日（水）

建設部会 議員会　（501会議室）
女性会 コーラス　（市民文化会館）
麺の里両毛五市の会 平成23年度役員会／総会　（太田商工会議所）

桐生商工会議所4月のスケジュール

3 月 25 日現在

14日（木）

15日（金）

ＪＩＳ溶接技能者評価試験　（群馬産業技術センター）
商業部会 協議会　（桜の間）
桐生市合同企業説明会　（ケービックホール）

平成23年度群馬県制度融資説明会　（群馬県桐生合同庁舎）

16日（土） ＦＴわがまち風景賞 第2回プロジェクト会議　（404号室）

23日（土） ＦＴわがまち風景賞 事前見学会　（市内各所）

24日（日） 桐生市長選挙

26日（火） 青年部 総会／会員懇親会　（ケービックホール）

27日（水）
女性会 理事会／定時総会　（ケービックⅡ／ケービックⅠ）
女性会 コーラス　（市民文化会館）

22日（金）
マル経審査会　（502会議室）
桐生地区プラスチック工業会 定時総会／懇親会

（平成23年3月1日～3月25日現在）（順不同・敬称略）新入会員の紹介 ご入会ありがとうございました。
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技術で世界をつなぐ

http://www.oguraclutch.co.jp
桐生市相生町2－678

TEL.0277－54－7101　FAX.0277－54－7117
本社

営業所 東京・大阪・名古屋・北陸・広島・九州

まごころ一番

☎0277－55－0101
http://www.kiriten.co.jp/

事前相談24時間
承ります
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「東日本大震災特別相談窓口」
を開設しております

　このたびの東日本大震災により、東北地方の太平洋沿岸部を中心とする被災地

の被害は未曾有の規模となり、被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。

　桐生市でも各所で被害が出ておりますが、会員事業所各位の状況は如何でした

でしょうか。ご無事であったことをお祈りするばかりですが、当所では被災され

た桐生地域内の商工業者のための「特別相談窓口」を開設しております。

　支援紹介、資金相談、経営相談、情報収集などを中心に相談に応じております

ので、お気軽にご相談ください。

東日本大震災特別相談窓口

【当面の緊急対策は下記のとおりです】
新規情報につきましては随時、桐生商工会議所ホームページに掲載いたします。

開設期間 平成 23年 3月 14日（月）から当分の間（平日のみ）
開設場所 桐生商工会議所会館　2階事務局内

時　　間 午前 8時 30分～午後 5時 15分 ＊お電話でのご相談にも応じております。

■災害関係保証の発動
　市長から罹災証明を受けた中小企業者に対して、信用保証協会は別枠で保証します。（100％保証。保証限度額は
　無担保 8千万円、普通 2億円）
■小規模企業向け設備資金融資の償還期間延長
　小規模企業者等設備導入資金貸付制度及び小規模企業設備貸与制度について、既往貸付金の償還期間を 2年延長
　（7年以内⇒9年以内）します。
■事業協同組合等の施設の災害復旧事業に係る補助
　都道府県が行う事業協同組合等の災害復旧事業に係る補助に対する支援を行います。（都道府県が事業費の 3/4 を
　補助する場合、国はその経費の 2/3 を補助）
■災害復旧貸付の金利引き下げ
　被災中小企業者に対して、日本政策金融公庫及び商工組合中央金庫が別枠で行う災害復旧貸付について、特段の
　処置として 0.9％の金利引き下げを行います。 
　（注）資金使途：運転資金または設備資金
■小規模企業共済及び倒産防止共済の掛金の納付期限の延長
　被災された共済加入者に対し、掛金の納付期限を当面６カ月延長するものです。
　＊罹災（りさい）証明書
　災害により被害を受けたことを証明するもので、消防署の調査のもとに発行されるものです。
　問合せ先：桐生市消防本部（電話 0277－47－1700）
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●事業継承 ●M&A ●確定拠出年金（401k）●事業資金のご融資 ●社債発行支援
●シンジケートローン ●金銭債権信託（売掛債権流動化サービス）●株式公開支援
●ベンチャー支援 ●一括ファクタリングシステム ●ビジネスネットバンキング
●ビジネスマッチングサービス ●国際業務支援 ●産学官連携

次回の金融・経営相談会（桐生会場）は

創業・経営・再生「三つの支援」で企業の明日を積極サポート！

群 馬 県信用保証協会
桐生支店　☎0277－43－6211㈹ ・ 桐生連絡所　☎0277－45－1201㈹
桐生市錦町3－1－25（桐生商工会議所会館内） 詳しくはhttp://gunma-cgc.or.jp/まで

4月12日（火）です
原則として毎月第2火曜日9：30～12：00桐生商工会議所にて無料で開催しています

協会スタッフが皆さまの様々なご相談に応じています。
創業に関する相談にも乗らせていただきます。お気軽にご相談ください。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る

計
画
停
電
の
た
め
、
開
催
時
間
を

午
前
に
繰
り
上
げ
、
常
議
員
会
と

議
員
総
会
を
併
せ
て
開
催
。
冒
頭
、

大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙
と
う
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　

日
野
茂
会
頭
は
、「
平
成
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　

年
が
明
け
て
ま

　
　
　
　
　
　
　

だ
三
カ
月
に
な

　
　
　
　
　
　
　

ら
な
い
の
に
歴

　
　
　
　
　
　
　

史
に
残
る
多
く

　
　
　
　
　
　
　

の
出
来
事
が
起

　
　
　
　
　
　
　

こ
っ
た
。
東
日

　
　
　
　
　
　
　

本
大
震
災
で
は

　
　
　
　
　
　
　

多
く
の
方
々
が

　

桐
生
商
工
会
議
所
常
議
員
会
・

通
常
議
員
総
会
が
三
月
二
十
四
日

午
前
十
時
か
ら
会
議
所
会
館
ケ
ー

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
、
一

般
会
計
ほ
か
各
会
計
収
支
予
算
案

が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

被
災
し
、
桐
生
で
も
受
け
入
れ
が

始
ま
っ
て
い
る
。
商
工
会
議
所
の

力
を
合
わ
せ
、
支
援
す
る
た
め
の

義
援
金
を
五
百
万
円
集
め
、
桐
生

市
に
寄
付
を
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
を
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
「
大
震
災
へ
の
対
応

と
支
援
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
上

程
さ
れ
、
役
員
・
議
員
・
幹
事
事

業
所
に
対
し
、
三
万
円
の
義
援
金

を
依
頼
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
し

た
。
募
金
の
目
標
額
を
五
百
万
円

と
し
て
、
桐
生
市
が
受
け
入
れ
る

被
災
者
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
お

う
と
、
取
り
ま
と
め
て
桐
生
市
に

義
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
。

　

新
年
度
事
業
計
画
で
は
、
二
十

三
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、 

①
桐

生
・
み
ど
り
両
市
の
合
併
を
産
業

界
か
ら
促
進
し
よ
う
②
近
代
化
産

業
遺
産
を
活
用
し
た
産
業
観
光
を

推
進
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
つ
な

げ
よ
う
③
産
学
官
の
連
携
を
深
め
、

二
十
一
世
紀
型
の
産
業
創
出
に
つ

な
げ
よ
う
④
環
境
に
配
慮
し
た
企

業
風
土
を
醸
成
し
、
自
然
と
共
生

し
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

そ
う―

の
四
項
目
を
掲
げ
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

の
事
業
活
動
方
針
、
重
点
事
業
計

画
、
事
業
実
施
計
画
の
ほ
か
、
一

般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計

収
支
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
長
尾

昌
明
専
務
理
事
が
議
案
説
明
を
行

っ
た
。
上
程
議
案
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
重
点
事
業

計
画
は
次
の
通
り
。

　

①
桐
生
・
み
ど
り
両
市
の
早
期

合
併
の
促
進
②
産
業
観
光
の
推
進

③
産
学
官
の
連
携
と
推
進
④
環
境

問
題
対
策
活
動
の
促
進
⑤
会
員
増

強
に
よ
る
組
織
率
の
向
上
と
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
強
化
⑥
部
会
・
委
員

会
活
動
と
政
策
提
言
活
動
の
積
極

的
展
開
⑦
中
小
・
小
規
模
企
業
支

援
事
業
の
充
実
・
強
化
⑧
中
心
市

街
地
の
活
性
化
対
策
の
推
進
⑨
行

政
当
局
並
び
に
関
係
諸
官
庁
と
の

連
携
強
化

　
（
次
ペ
ー
ジ
に
も
議
員
総
会
関

連
記
事
）

義
援
金
五
百
万
円
を
桐
生
市
に
寄
付

議
員
総
会
で
新
年
度
事
業
計
画
を
決
議

大震災後の計画停電の影響の中、開催された常議員会・通常議員総会

総会で挨拶する日野茂会頭
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毎
日
相
談
が
あ
り
日
毎
に
件
数
が

多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
主

な
相
談
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

○
店
舗
ビ
ル
に
亀
裂
が
入
り
、

屋
根
瓦
が
落
下
し
た　

○
被
災
地

域
に
テ
ナ
ン
ト
を
出
店
し
て
い
て

被
災
し
た　

○
厨
房
が
破
損
し
事

業
活
動
停
止
状
態　

○
灯
油
が
供

給
が
で
き
ず
製
品
が
製
造
で
き
な

い
状
態　

○
飲
食
店
で
注
文
が
キ

ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
売
上
減
少　

○
東
北
地
方
の
取
引
先
か
ら
原
材

料
が
入
っ
て
こ
な
い
状
態　

○
取

引
先
が
被
災
し
受
注
が
止
ま
り
売

上
減
少
等
の
相
談
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

　

当
所
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て

国
、
県
、
市
と
連
携
を
取
り
、
支

援
紹
介
、
資
金
相
談
、
経
営
相
談
、

情
報
収
集
な
ど
を
中
心
に
相
談
に

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

部
を
中
心
と
す
る
被
災
地
の
被
害

は
未
曾
有
の
規
模
と
な
り
、
被
災

地
の
商
工
会
議
所
管
内
事
業
所
に

お
い
て
は
、
地
域
全
体
が
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
た
り
、
経
営
者
や

従
業
員
、
そ
の
ご
家
族
が
極
め
て

深
刻
な
被
害
を
受
け
た
方
が
多
数

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
管
内
事
業
所
に
お

か
れ
ま
し
て
も
少
な
か
ら
ず
被
害

を
受
け
た
事
業
所
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
当
所
で
は
桐
生
地

域
内
の
商
工
業
者
の
皆
様
に
一
日

も
早
い
復
旧
を
図
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
三
月
十
四
日
（
月
）
か

ら
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
別

相
談
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

相
談
窓
口
が
開
設
し
て
か
ら
は

億
五
千
四
百
六
万
千
円
（
同
八
百

四
十
万
円
減
）

　

▽
収
益
事
業
等
中
小
企
業
区
別

会
計
＝
七
千
四
百
二
十
八
万
千
円

（
同
三
百
九
十
五
万
円
減
）

　

▽
桐
生
中
小
企
業
相
談
所
特
別

会
計
＝
六
千
七
百
九
十
一
万
六
千

円
（
同
十
五
万
四
千
円
減
）

　

▽
退
職
給
与
積
立
金
特
別
会
計

＝
五
千
百
四
十
五
万
三
千
円
（
同

千
七
百
四
十
九
万
二
千
円
減
）

　

五
会
計
を
合
わ
せ
た
総
括
予
算

は
、
六
億
二
千
百
七
十
九
万
三
千

円
。

　

主
な
内
訳
を
収
入
の
部
か
ら
見

る
と
、
会
費
が
四
千
九
百
万
円
、

手
数
料
収
入
（
生
命
共
済
等
）
が

三
千
八
百
七
十
五
万
円
、
会
館
運

営
収
入
が
四
千
三
百
五
万
千
円
、

交
付
金
五
千
四
百
七
十
一
万
七
千

円
、
雑
収
入
百
二
十
二
万
七
千
円
、

繰
越
金
が
六
百
万
三
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
支
出
の
部
で
は
、
事
業

費
が
二
千
八
百
十
五
万
円
、
会
館

維
持
費
が
三
千
二
百
七
十
七
万
円
、

給
与
費
が
八
千
八
百
六
十
一
万
四

千
円
、
福
利
厚
生
費
が
千
四
百
六

万
円
、
事
務
費
七
百
四
十
六
万
円
、

公
課
分
担
金
千
二
百
七
十
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
会
に
上
程
さ
れ
た
平
成
二
十

三
年
度
収
支
予
算
案
は
次
の
と
お

り
。

　

▽
一
般
会
計
＝
七
千
四
百
八
万

二
千
円
（
前
年
比
五
四
百
九
十
八

万
八
千
円
減
）

　

▽
特
定
退
職
金
特
別
会
計
＝
三

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

桐
生
商
工
会
議
所
・
桐
生
中
小

企
業
相
談
所
（
℡
〇
二
七
七
│
四

五
│
一
二
〇
一
）

当
所
窓
口
に
相
談
続
く

国・関係機関の
支援制度の照会 資金繰り相談

東日本大震災に関する
特別相談窓口における相談実績

集計期間：平成23年3月14日～平成23年3月25日

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

飲　食　業

サービス業

建　設　業

運　輸　業

そ　の　他

計

2

0

4

1

2

0

0

2

11

2

0

3

1

1

0

0

1

8

1

0

2

0

0

0

0

3

5

0

9

2

3

0

0

3

22

そ　の　他 計

〈相談件数〉 〈件〉

　

年
度
予
算
の
総
括
的
概
要

23
　

5
会
計
合
わ
せ
六
億
二
千
万
円

東
日
本

大
震
災

事務合理化、経営改善、何でもお気軽にご相談ください。
スタッフ一同皆様からのご連絡をお待ちしています。

桐生市元宿町 9-26 e-mail: info@yamakami.biz
ＴＥＬ：0277-46-1122 ＦＡＸ：0277-22- 0338

有限会社　山上会計事務所
税理士　山上達也事務所
http://yamakami.biz

パソコンで楽々記帳！！郷土銘酒

近 藤 酒 造 株 式 会 社
T E L 72－2221 F A X 73－1603㈹
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佐
藤
富
三
名
誉
会
頭
（
第
十
一

代
会
頭
）
の
旭
日
小
綬
章
受
章
祝

賀
会
が
二
月
二
十
六
日
、
桐
生
プ

リ
オ
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
商
工

会
議
所
関
係
者
な
ど
百
五
十
人
が

佐
藤
名
誉
会
頭
の
受
章
を
祝
っ
た
。　

　

佐
藤
名
誉
会
頭
は
、
平
成
二
十

二
年
秋
の
叙
勲
で
産
業
振
興
功
労

に
よ
り
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
た
。　

　

祝
賀
会
は
当
所
の
正
副
会
頭
、

専
務
理
事
が
発
起
人
と
な
り
企
画

設
営
、
塚
越
平
人
副
会
頭
の
開
会

の
言
葉
で
会
が
始
ま
り
、
発
起
人

代
表
と
し
て
日
野
茂
会
頭
が
挨
拶

し
、
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

の
賀
状
を
佐
藤
氏
に
贈
呈
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
は
、
亀
山
豊
文
桐
生

市
長
、
笹
川
堯
元
国
務
大
臣
、
茂

原
璋
男
群
馬
県
副
知
事
、
原
浩
一

郎
群
馬
県
商
工
会
議
所
連
合
会
副

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
、
佐
藤

名
誉
会
頭
の
永
年
に
わ
た
る
産
業

振
興
へ
の
功
績
を
称
え
た
。

　

祝
賀
会
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

深
津
素
子
さ
ん
が
「
花
」
や
「
フ

ニ
ク
リ
フ
ニ
ク
ラ
」
な
ど
を
熱
唱

し
、
会
場
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ

た
。

　

腰
塚
誠
県
議
会
議
員
の
乾
杯
の

発
声
で
祝
宴
に
移
り
、
各
テ
ー
ブ

ル
を
巡
る
佐
藤
名
誉
会
頭
に
お
祝

い
の
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
で
投
げ
か

け
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
祝
賀
の
宴
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
。

栄えある叙勲を関係者で祝う

産業振興に取組み
旭日小綬章 受章
佐藤富三 名誉会頭

　

佐
藤
良
男
副
会
頭
の
旭
日
双
光

章
受
章
記
念
祝
賀
会
が
三
月
十
二

日
、
桐
生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、

群
馬
県
の
鐡
構
業
関
係
者
や
建
設

業
関
係
者
な
ど
約
百
七
十
人
が
佐

藤
副
会
頭
の
受
章
を
祝
っ
た
。

　

佐
藤
副
会
頭
は
、
平
成
二
十
二

年
秋
の
叙
勲
で
専
門
工
事
業
産
業

振
興
功
労
に
よ
り
旭
日
双
光
章
を

受
章
し
た
。
佐
藤
氏
は
、
昭
和
三

十
七
年
に
鐡
構
業
の
佐
藤
工
業
を

起
業
、
今
年
創
業
四
十
九
年
の
歴

史
を
重
ね
て
い
る
。
祝
賀
会
は
群

馬
県
鐡
構
業
協
同
組
合
の
役
員
や

関
係
会
社
、
友
人
な
ど
が
発
起
人

と
な
り
企
画
し
た
。

　

祝
賀
会
は
桐
生
鳶
工
業
組
合
有

志
の
「
木
遣
り
」
で
厳
か
に
幕
を

開
け
た
。
当
所
の
日
野
茂
会
頭
は

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
の
賀

状
を
佐
藤
副
会
頭
に
贈
呈
。
来
賓

祝
辞
と
し
て
、
笹
川
堯
元
国
務
大

臣
、
日
野
会
頭
、
腰
塚
誠
県
議
会

議
員
が
佐
藤
氏
の
功
績
を
称
え
た
。

　

佐
藤
氏
は
「
壁
の
中
に
隠
れ
て

見
え
な
い
鐡
構
は
建
物
の
重
要
な

背
骨
で
あ
り
建
築
物
の
安
全
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い

る
。
今
後
も
鐡
構
業
の
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
大

勢
の
参
会
者
か
ら
の
拍
手
と
祝
福

を
受
け
て
い
た
。

鐡構業を一筋に
旭日双光章 受章
佐藤良男 副会頭

佐藤副会頭の叙勲受章祝賀会（3月12日・桐生グランドホテル） 佐藤名誉会頭の叙勲受章記念祝賀会（2月26日・桐生プリオパレス）
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の
支
援
を
行
っ
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
ど
ん
な
こ
と
に

力
を
入
れ
て
欲
し
い
か
を
尋
ね
た

結
果
（
複
数
回
答
）
は
、 

①
資
金

　
　
　
　
　
　
　

調
達
支
援
を
求

　
　
　
　
　
　
　

め
る
声
が　

票

　
　
　
　
　
　
　

で
ト
ッ
プ
、 

②

　
　
　
　
　
　
　

販
売
促
進
支
援

　
　
　
　
　
　
　

が　

票
で
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　

に
続
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
結
果
か

　
　
　
　
　
　
　

ら
も
厳
し
い
経

　
　
　
　
　
　
　

済
状
況
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　

模
索
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

会
員
事
業
所
の

　
　
　
　
　
　
　

姿
が
伺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

資
金
不
足
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

い
は
販
売
不
振

　
　
　
　
　
　
　

と
い
っ
た
事
業

　
　
　
　
　
　
　

の
存
続
を
左
右

　
　
　
　
　
　
　

す
る
厳
し
い
声

　
　
　
　
　
　
　

で
あ
り
、
商
工

　
　
　
　
　
　
　

会
議
所
の
指
導

　
　
　
　
　
　
　

体
制
を
継
続
し

　
　
　
　
　
　
　

て
求
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

と
受
け
止
め
ら

　
　
　
　
　
　
　

れ
る
。

　

桐
生
商
工
会
議
所
が
昨
年
暮
れ

に
行
っ
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
に
よ
る
と
、
会
議
所
が
進
め
る

経
営
改
善
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
資
金
調
達
」
と
「
販
売
促
進
」

　

次
い
で
、 

③
経
営
全
般
の
相
談

 

・
指
導
（
５
６
） 

④
経
営
資
質
向

上
支
援
（
５
３
） 

⑤
経
営
情
報
の

提
供
（
５
２
）
と
、
経
営
に
関
す

る
指
導
業
務
を
望
む
声
が
続
い
て

い
ま
す
。
厳
し
さ
の
中
で
自
ら
の

企
業
の
経
営
革
新
や
体
質
改
善
な

ど
に
取
り
組
み
た
い
会
員
事
業
所

が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

昨
年
９
位
だ
っ
た
「
Ｉ
Ｔ
化
推

進
支
援
」
が
６
位
に
浮
上
し
て
お

り
、 

Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
応
を
望
む
事

業
所
が
ま
だ
多
い
こ
と
が
伺
わ
れ

る
。

　

福
利
厚
生
支
援
や
リ
ス
ク
対
策

も
比
較
的
求
め
る
声
は
少
な
く
、

海
外
進
出
支
援
も
ご
く
わ
ず
か
の

声
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
質
問
で
も
昨
年
の
調
査
と

比
較
す
る
と
上
位
の
順
番
は
ほ
ぼ

一
緒
で
あ
り
、
厳
し
い
中
で
会
員

事
業
所
が
求
め
る
経
営
支
援
活
動

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

＊
な
お
、
フ
リ
ー
記
入
で
会
議

所
に
対
す
る
諸
々
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
声

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

○
形
式
的
な
施
策
で
は
な
く
思

い
切
っ
た
施
策
を
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

　

○
市
内
の
活
性
化
を
心
よ
り
願

い
ま
す
。
桐
生
の
歴
史
を
生
か
し

た
特
徴
の
あ
る
産
業
で
人
が
集
ま

っ
て
く
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。

　

○
市
民
に
市
内
で
物
の
購
入
を

す
る
様
に
会
議
所
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
し

て
活
性
化
を
計
る
。

　

○
商
工
会
議
所
の
イ
ベ
ン
ト
多

く
し
て
も
ら
い
た
い
。
町
全
体
を

含
む
。

　

○
未
経
験
や
若
い
人
達
が
現
場

で
生
か
す
為
の
講
座
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

○
商
店
街
の
休
業
店
舗
に
関
し

て
会
議
所
指
導
の
店
舗
再
開
出
来

る
よ
う
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
。

　

○
地
域
振
興
の
た
め
の
施
策
を

目
論
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

○
新
会
頭
を
中
心
に
「
ま
ち
の

活
性
化
対
策
を
行
っ
て
全
日
本
か

ら
桐
生
を
見
習
え
！
」
と
の
声
が

あ
が
る
様
、
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

○
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
新
製
品

の
開
発
を
し
た
い
。

　

○
商
工
だ
よ
り
の
表
紙
を
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

○
官
と
民
、
力
を
合
わ
せ
て
、

景
気
が
良
く
な
り
ま
す
様
に
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

○
過
去
五
回
に
わ
た
り
群
馬
大

学
工
学
部
研
究
室
の
紹
介
と
発
表
。

そ
の
後
の
座
談
会
は
非
常
に
示
唆

に
豊
ん
だ
会
合
で
し
た
。
未
だ
実

を
結
ん
で
は
居
ま
せ
ん
が
開
発
の

方
向
付
け
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

○
み
ど
り
市
と
の
合
併
を
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

　

○
特
徴
の
あ
る
町
造
り
と
し
て

「
温
故
知
新
」
に
基
づ
く
観
光
立

市
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の

絵
図
の
中
で
、
当
家
か
ら
の
情
報

（
発
信
）
資
料
は
全
面
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
の
疲
弊

し
て
い
る
地
方
経
済
（
桐
生
の
場

合
）
を
復
興
さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン
は

商
工
会
議
所
が
最
適
で
あ
る
と
解

し
ま
す
。

　

○
商
品
券
は
、
あ
る
特
定
の
店

及
び
大
型
店
に
集
中
し
て
し
ま
い
、

当
店
の
よ
う
な
小
さ
い
お
店
ま
で

波
及
し
て
来
な
い
。
従
っ
て
、
商

品
券
よ
り
も
、
一
店
一
店
の
お
店

紹
介
の
広
告
宣
伝
を
タ
イ
ム
ス
あ

る
い
は
、
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
等
で

取
り
上
げ
て
頂
い
た
ほ
う
が
効
果

が
あ
る
と
思
う
。

　

○
近
隣
の
商
店
が
次
々
と
閉
店

し
て
し
ま
い
、
お
客
様
が
当
商
店

街
に
来
て
も
用
が
た
り
な
く
な
っ

て
し
ま
い
客
数
の
激
減
、
売
上
の

低
下
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
り
後
継

者
も
選
べ
ず
自
店
の
閉
店
も
数
年

先
と
い
う
結
果
に
な
る
と
思
う
。

　
（
こ
の
他
に
た
く
さ
ん
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
見
は

今
後
の
桐
生
商
工
会
議
所
事
業
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。）

会
員
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
②

「
資
金
調
達
」「
販
売
促
進
」求
め
る

88

85

資金調達支援

販売促進支援

経営全般の相談・指導

経営資産向上支援

経営情報の提供

IT 化推進支援

人材確保・育成支援

企業再生への支援

事業承継・後継者対策支援

福利厚生支援

リスク対策支援

創業・新聞や進出支援

海外進出支援

その他

0 10080604020

力を入れて欲しい経営支援活動 系列 1
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桐
生
商
工
会
議
所
内
に
事
務
局

を
置
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
桐

生
推
進
協
議
会
の
一
店
一
作
家

（
一
工
場
）
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
大
西
康
之
リ
ー
ダ
ー
）
は
、「
ま

ち
な
か
展
覧
市
」
を
三
月
五
日

（
土
）・
六
日
（
日
）
の
二
日
間
、

本
町
五
丁
目
の
ジ
ョ
イ
タ
ウ
ン
広

場
と
同
運
動
の
参
加
五
店
舗
で
開

催
し
た
。

　

毎
年
春
と
秋
に
有
鄰
館
で
行
わ

れ
て
い
る
特
別
展
覧
市
は
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
う
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
た
が
、
今
回
は
、

ま
ち
の
中
核
に
位
置

す
る
ジ
ョ
イ
タ
ウ
ン

を
基
点
に
、
中
央
商

店
街
振
興
組
合
（
茂

木
理
亨
理
事
長
）
の

協
力
を
得
て
、
そ
の

名
の
通
り
「
ま
ち
な

か
」
で
行
わ
れ
た
。

　

ジ
ョ
イ
タ
ウ
ン
広

場
と
モ
ギ
カ
バ
ン
、

菊
屋
、
セ
ト
粂
、
桐

生
さ
く
ら
や
、
マ
ル

カ
ツ
の
各
店
舗
に
作

家
の
作
品
を
展
示
販

売
。
体
験
教
室
や
食

の
イ
ベ
ン
ト
と
も
連

動
さ
せ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
た
。

五
店
舗
を
巡
る
と
参
加
作
家
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
抽
選
で
当
た
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
好
評
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
当
所
が
地
域

資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
採
択
を
受
け
て
試
作
し
た
地
域

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ
る
「
ゴ
ブ

ラ
ン
バ
ッ
グ
（
モ
ギ
カ
バ
ン
店
と

共
立
織
物
の
協
働
）」
の
展
示
受

注
会
や
「
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
型
携

帯
電
話
入
れ
」
や
「i Pad

用
収

納
ケ
ー
ス
」
等
も
展
示
さ
れ
、
事

業
の
成
果
を
多
く
の
方
に
発
表
し

た
。

　

桐
生
市
市
制
施
行
九
十
周
年
・

水
道
創
設
八
十
周
年
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
「
ク
イ
ズ
き
り
ゅ
う
」

が
、
三
月
六
日
（
日
）
に
新
川
公

園
で
開
催
さ
れ
、
約
五
百
人
が
参

加
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
制
施
行
九
十
周
年

を
多
く
の
市
民
で
祝
い
、
桐
生
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
行

委
員
会
（
大
里
仁
一
委
員
長
）
の

企
画
で
行
わ
れ
た
も
の
。

　

ク
イ
ズ
は
全
て
○×

方
式
で
行

わ
れ
、「
新
川
公
園
に
は
か
つ
て

野
球
場
が
あ
っ
た
？
」「
桐
生
倶

楽
部
は
、
桐
生
市
よ
り
古
い
？
」

と
い
っ
た
問
題
に
、
迷
い
な
が
ら

○×

ゾ
ー
ン
に
移
動
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
斉
藤
勉
さ
ん
が
見
事

優
勝
、
賞
金
十
万
円
を
獲
得
し
た
。

ク
イ
ズ
終
了
後
に
は
、
豪
華
景
品

が
当
た
る
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

自
分
の
番
号
が
呼
ば
れ
る
と
歓
声

と
共
に
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
寄
っ
た
。

　

会
場
で
は
、Ｇ
│
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
シ

ョ
ー
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
の
ほ
か
、Ｂ

級
グ
ル
メ
の
模
擬
店
も
出
店
さ
れ

た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
た
。

　

ク
イ
ズ
き
り
ゅ
う
の
上
位
入
賞

者
は
、
次
の
方
々
。（
敬
称
略
）

▽
優
勝
＝
斉
藤
勉（
笠
懸
町
）▽
準

優
勝
＝
山
田
祐
介（
仲
町
）▽
三
位

＝
星
野
早
希（
広
沢
町
）▽
四
位
＝

斉
藤
結
女
（
相
生
町
）

　

静
岡
県
富
士
宮
市
の
商
店
街
関

係
者
ら
二
十
七
人
が
三
月
五
日

（
土
）、
桐
生
市
の
中
心
商
店
街
を

訪
れ
視
察
し
た
。

　

富
士
宮
市
は
、
人
口
約
十
三
万

二
千
人
の
地
方
都
市
。
最
近
は
Ｂ

級
グ
ル
メ
の「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」

で
有
名
で
あ
る
。

　

今
回
の
視
察
団
は
富
士
宮
市
内

の
六
商
店
街
で
構
成
さ
れ
て
い
る

富
士
宮
商
店
街
連
盟
に
よ
る
も
の
。

　

一
団
は
、
桐
生
天
満
宮
の
古
民

具
骨
董
市
な
ど
第
一
土
曜
日
の
恒

例
行
事
で
賑
わ
う
街
中
を
散
策
し

た
後
、
本
町
六
丁
目
商
店
街
の

「
ウ
イ
ン
ド
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
」や

ジ
ョ
イ
タ
ウ
ン
広
場
で
開
催
さ
れ

て
い
た
「
一
店
一
作
家
ま
ち
な
か

展
覧
市
」
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
主
催
の
展
示
会
「
二
〇
一
一

桐
生
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）」
が
、
三

月
九
日
（
水
）・
十
日
（
木
）
の
二

日
間
、
東
京
青
山
の
テ
ピ
ア
エ
ク

ジ
ビ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

繊
維
産
地
・
桐
生
の
総
合
展
示

会
と
し
て
着
物
や
帯
は
も
ち
ろ
ん
、

服
飾
品
や
刺
繍
な
ど
多
彩
な
も
の

づ
く
り
の
技
術
を
発
信
し
た
。

　

二
十
三
回
目
と
な
る
今
回
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
、「
ス
ラ
イ
ス
・
オ
ブ

 

・
ラ
イ
フ
」。　

生
活
の
切
り
口　

を
意
味
し
て
い
る
。
出
展
し
た
四

十
社
は
、
独
自
の
加
工
技
術
や
製

品
が
持
つ
可
能
性
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
。

中
心
商
店
街
で

一
店
一
作
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
初
開
催

ま
ち
な
か

ま
ち
な
か
展
覧
市

展
覧
市

”

“

ま
ち
な
か

ま
ち
な
か
展
覧
市

展
覧
市

”

“

ま
ち
な
か
展
覧
市

”

“
!!

ク
イ
ズ
王
は…

斉 

藤   

勉
さ
ん

富
士
宮
商
連
が

桐
生
市
内
を
視
察

”

“

作家自ら商品説明をしたまちなか展覧市（モギカバン店）

約500人が参加したクイズきりゅう（新川公園）

市内を視察した富士宮商店連盟の方々

桐
生
T
P
S

東
京
・
青
山
で
開
催
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第
五
十
一
回
桐
生
機
械
金
属
工

業
永
年
勤
続
優
良
社
員
表
彰
式
が

三
月
七
日
（
月
）
に
、
桐
生
商
工

会
議
所
会
館
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
四
十
四
名
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
桐
生
地
区
の
機
械
金

属
工
業
関
連
企
業
に
勤
務
す
る
社

員
で
、
そ
の
勤
務
成
績
・
技
術
ま

た
は
技
能
が
優
秀
で
あ
り
、
永
年

に
わ
た
り
産
業
発
展
に
貢
献
し
た

方
を
表
彰
し
て
、
今
後
一
層
の
活

躍
を
願
い
、
機
械
金
属
工
業
の
振

興
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

当
所
と
桐
生
機
械
工
業
連
合
会
の

主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

表
彰
対
象
者
は
、
桐
生
地
区
の

機
械
金
属
関
係
企
業
の
社
員
で
、

学
歴
・
年
齢
に
制
限
な
く
、
平
成

二
十
三
年
一
月
一
日
現
在
で
同
一

企
業
ま
た
は
工
場
に
十
年
以
上
勤

務
し
、
他
の
社
員
の
模
範
と
な
っ

て
い
る
方
々
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
。（
事
業
所
名
五
十
音

順
・
敬
称
略
）

　

▼
㈱
大
西
ラ
イ
ト
工
業
所
＝
越

須
賀
陽
子
、
藍
原
宏
和
、
新
井
聡

　

▼
㈾
オ
リ
エ
ン
タ
ル
＝
中
島
浩

之
、
中
村
幸
男

　

▼
加
藤
鉄
工
㈱
＝
金
輪
記
和
、

松
島
慶
和

　

桐
生
機
械
工
業
連
合
会
（
会
長

＝
日
野
茂
当
所
会
頭
）
は
、
平
成

二
十
二
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
実
施
し
た
機
械
金
属
工
業
実
態

調
査
を
も
と
に
、
こ
の
ほ
ど
「
平

成
二
十
二
年
度
桐
生
地
区
の
機
械

金
属
工
業
・
機
械
金
属
企
業
名
簿

（
機
械
金
属
工
業
実
態
調
査
報
告

書
）」
を
作
成
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
桐
生
管
内
の
機

械
金
属
関
係
企
業
二
百
九
十
四
社

を
対
象
に
業
界
の
実

態
と
、
推
移
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
回
答
の
あ
っ

た
二
百
七
十
一
社
を

集
計
し
た
も
の
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、

平
成
二
十
一
年
度
の

生
産
額
は
、
二
千
六

百
八
十
六
億
三
千
三

百
三
十
三
万
円
で
前

年
よ
り
八
百
二
十
億

九
千
九
百
八
十
八
万

円
（
マ
イ
ナ
ス
二
三

 

・
四
％
）
減
少
し
た
。

　

従
業
員
数
は
、
一

万
七
百
五
十
三
人

（
男
性
八
千
四
百
七

十
八
人
、
女
性
二
千

二
百
七
十
五
人
）
で
、

前
年
比
三
・
六
％
減
。
内
訳
で
は
、

事
務
職
員
が
千
八
百
四
十
三
人
で

増
加
、
作
業
員
が
八
千
九
百
十
人

で
減
少
し
た
。

　

平
均
賃
金
（
月
額
）
は
、
男
性

が
二
十
五
万
八
千
七
百
九
十
九
円

で
一
〇
・
四
％
減
、
女
性
が
十
六

万
十
円
で
三
・
一
％
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
平
均
年
齢
は
、
男
性
が
四

十
七
・
九
歳
、
女
性
が
四
十
八
・

六
歳
だ
っ
た
。

　

生
産
規
模
別
工
場
数
で
は
、
生

産
額
一
千
万
円
未
満
の
工
場
が
八

十
八
社
、
一
千
万
円
以
上
五
千
万

円
未
満
が
七
十
八
社
、
五
千
万
円

以
上
一
億
円
未
満
が
二
十
七
社
、

一
億
円
以
上
十
億
円
未
満
が
六
十

社
、
十
億
円
以
上
百
億
円
未
満
が

十
四
社
、
百
億
円
以
上
が
四
社
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
工
場
数
で
は
、

従
業
員
三
人
以
下
が
百
十
社
、
四

人
以
上
十
九
人
以
下
が
百
十
二
社
、

二
十
人
以
上
九
十
九
人
以
下
が
三

十
九
社
、
百
人
以
上
四
百
九
十
九

人
以
下
が
七
社
、
五
百
人
以
上
が

三
社
だ
っ
た
。

　

▼
群
馬
電
機
㈱
＝
田
島
一
男
、

森
尻
栄
、
吉
沢
滋
、
馬
新
天

　

▼
㈱
ト
ー
ワ
＝
清
水
嘉
子
、
下

山
亮
介
、
赤
石
悦
子
、
嶋
田
絹
江
、

小
坂
典
子

　

▼
㈱
ト
ヨ
ダ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
＝
高

橋
直
規
、
田
島
信
晴
、
大
川
紀
子

　

▼
西
場
工
業
㈱
＝
芳
山
美
由
紀

　

▼
㈱
ミ
ツ
バ
＝
桑
原
勝
之
、
根

岸
正
和
、
生
方
涼
太
、
内
藤
謙
悟
、

韮
山
箇
也
、
石
原
佐
登
史
、
和
田

洋
一

　

▼
㈱
山
田
製
作
所
＝
野
原
敦
哉
、

池
浦
一
弘
、
佐
藤
友
和
、
草
間
大

輔
、
星
野
豊
、
関
戸
靖
志
、
平
中

尚
、
高
橋
義
明
、
桜
井
澄
人
、
小

澤
真
人
、
山
中
貴
夫
、
石
丸
揚
弘
、

柏
祐
子
、
村
上
知
光

　

▼
㈱
柳
栄
精
工
＝
楠
田
隆
雄
、

梅
澤
順
子
、
上
野
永
博

産
業
発
展
に
貢
献
、四
十
四
名
を
表
彰

機
械
金
属
工
業
永
年
勤
続
優
良
社
員

桐
生
機
械
工
業
連
合
会
実
態
調
査

生
産
額
、工
場
数
と
も
に
減
少

13年度
14年度
15年度
16年度
17年度
18年度
19年度
21年度

359
335
314
338
324
312
293
271

38,751,915
36,824,427
37,651,080
34,905,473
39,466,197
36,847,823
35,073,321
26,863,333

－5,240,389
－1,927,488
826,653

－2,745,607
4,560,724
－2,618,374
－1,774,502
－8,209,988

－11.9％
－5.0％
2.2％
－7.3％
13.1％
－6.6％
－4.8％
－23.4％

年度 工場数 年生産額（万円） 前年対比増減（万円） 前年対比増減率（%）

年度別生産額

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 21年度

45000000

40000000

35000000

30000000

25000000

15000000

10000000

5000000

0

400

350

300

250

200

150

100

50

0

年生産額（万円）　　　工場数
工場数万円

表彰式のようす（3月7日ケービックホール）
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○
漢
字
検
定

　

▽
期
日
＝
六
月
四
日
（
土
）

　

▽
時
間
＝
▼
二
〜
七
級…

九
時

二
十
分
〜
十
時
二
十
分（
六
十
分
）

▼
八
〜
十
級…

九
時
二
十
分
〜
十

時
（
四
十
分
）

　

▽
検
定
料
＝
▼
二
級…

三
五
〇

〇
円
▼
準
二
級
〜
七
級…

一
八
〇

〇
円
▼
八
級
〜
十
級…

一
四
〇
〇

円
　

▽
会
場
＝
桐
生
市
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
相
生
町
五
）

　

▽
申
込
み
＝
四
月
二
十
八
日

（
金
）
ま
で
に
検
定
料
を
持
っ
て
、

直
接
桐
生
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

へ
。
詳
し
く
は
桐
生
市
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー（
℡
五
四
│
二
一
〇
一
）

へ
。

○
中
国
語
入
門
講
座

　

▽
期
間
＝
五
月
十
一
日
か
ら
十

一
月
十
六
日
ま
で
の
毎
週
水
曜

（
全
二
十
七
回
）
八
月
十
七
日
を

除
く

　

▽
時
間
＝
午
後
六
時
三
十
分
〜

八
時

　

▽
会
場
＝
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
相
生
町
五
）

　

▽
対
象
＝
市
内
及
び
近
郊
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

　

▽
募
集
人
数
＝
二
十
人（
抽
選
）

　

▽
内
容
＝
中
国
語
の
発
音
の
基

本
を
身
に
つ
け
、
簡
単
な
日
常
会

話
を
学
び
ま
す
。

　

▽
受
講
料
＝
市
民
は
二
二
〇
〇

円
（
テ
キ
ス
ト
代
一
五
〇
〇
円
を

含
む
）、市
外
の
方
は
二
四
〇
〇
円

　

▽
申
込
み
＝
四
月
二
十
二
日

（
金
）ま
で
に
電
話
で
、
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー（
℡
五
四
│
二
一
〇
一
）

へ
。

お
、
労
働
金
庫
は「
勤
労
者
資
金
」

の
み
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

協
同
組
合
と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は

扱
い
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
別
表
の
通
り
。

　

桐
生
市
で
は
、
産
業
振
興
施
策

の
一
環
と
し
て
中
小
企
業
向
け
に

様
々
な
制
度
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
制
度
融
資
取
扱
金
融
機

関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な

　

全
国
産
業
観
光
推
進
協
議
会

（
日
本
観
光
協
会
）
主
催
の
「
第
四

回
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」

で
、
桐
生
市
が
最
高
賞
の
金
賞
を

受
賞
し
た
。

　

二
月
十
七
日
（
木
）
に
兵
庫
県

姫
路
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
産
業

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
亀

山
豊
文
桐
生
市
長
が
表
彰
を
受
け

た
。

　

こ
の
賞
は
地
域
振
興
の
新
し
い

手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
産
業
観

光
（
産
業
遺
産
や
稼
働
中
の
産
業

関
連
施
設
な
ど
を
活
用
し
た
観

光
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

し
、
模
範
と
な
っ
て
い
る
地
域
を

表
彰
す
る
目
的
で
平
成
十
九
年
度

に
設
け
ら
れ
た
制
度
。
過
去
三
回

で
名
古
屋
、
浜
松
、
北
九
州
が
金

賞
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
桐
生
市
は
「
織
物
と
い

う
伝
統
産
業
の
持
続
力
と
繊
維
分

野
を
裾
野
と
す
る
産
業
分
野
の
厚

み
を
生
か
し
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
催
し
、
織
物
を
観
光
客
に

触
れ
さ
せ
身
近
な
も
の
と
し
て
確

立
さ
せ
て
き
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　

な
お
、
銀
賞
は
岐
阜
県
の
大
垣

商
工
会
議
所
、
奨
励
賞
は
東
京
都

昭
島
市
、
岡
山
県
の
真
庭
観
光
連

盟
だ
っ
た
。

職
訓
セ
ン
タ
ー
で

職
訓
セ
ン
タ
ー
で

講
座
講
座

職
訓
セ
ン
タ
ー
で

講
座

2

桐
生
市
制
度
融
資
の
ご
案
内

桐
生
市
最
高
賞

産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り

※小口資金、経営安定資金、設備資金は、一定の要件を満たす場合には、借換制度が利用できます。
　平成22年度以前に小口資金・経営安定資金（運転）・設備資金のいずれかの融資を受け、一定の要件を満たす場合は申請に
　より融資期間を延長する特例措置が受けられます。
※詳しくは、取扱い金融機関または産業振興課まちなか活性化係（内線５８３）へお問い合わせください。

中心市街地空き
店舗活用支援資金

小　口　資　金
同一業種を１年以上継続している市内の中小企業者が、
運転資金や設備資金を必要とする場合

8年以内 2.3%
1 年以内 2.1％1,250万円

特 別 小 口 資 金

経 営 安 定 資 金

設　備　資　金

季　節　資　金

勤労者住宅資金

勤労者生活資金

同一業種を１年以上継続している、市内の従業員20人
以下（小売・サービス業は 5人以下）の小規模企業者
が、運転資金や設備資金を必要とする場合。ただし、
他の制度融資を利用する場合は制限があります。

同一業種を１年以上継続している市内の中小企業者が、
業種転換や企業合同協業化、取引先倒産などによる経
営不安の防止、事業拡大などのため資金が必要な場合。
起業や先端技術等振興資金として資金が必要な場合。

同一業種を１年以上継続している市内の中小企業者が、
店舗、工場、事務所の新・増・改築や生産設備の新設、
入れ替えのため資金が必要な場合。

対象となる空き店舗を利用して、事業を開始しようと
する方。または事業を開始してから１年未満の方。
（本町一、二丁目周辺地区空き店舗も対象となりまし
た。）

同一業種を１年以上継続している市内の中小企業者が、
賞与の支払い、仕入れなど一時的に資金が必要な場合。
夏季資金は 6～ 8月、年末資金は11～ 1 月の受付にな
ります。

同一事業所に１年以上継続して勤務している勤労者が、
市内に住宅を建築、購入するか、または建築用地を購
入しようとする場合。

同一事業所に１年以上継続して勤務し、市内に１年以
上居住している勤労者が、生活耐久消費財購入費、医
療・分べん費、修学資格取得費、育児介護休業費、住
宅小修繕などの費用が必要な場合。ただし、資金の使
途に制限があります。

8年以内 2.3%
1 年以内 2.1％

1,250万円

6年以内 1.6%
8 年以内 1.9％
11 年以内 2.2%

会社・個人　　　2,000万円
組合　　　　　　3,000万円
起業者支援資金　1,000万円

7年以内 2.1%
10 年以内 2.4％

会社・個人　　　3,000万円
組合　　　　　　5,000万円

6年以内 1.5%1,000万円

20 年以内 2.5%1,000万円

6年以内2.0％た
だし、医療・分べ
ん、修学資格取
得、育児介護は
7年以内1.8％

200万円

6か月以内 1.5%600万円
（限度額を100万円引き上げ

ました。）

名　　称 融資の対象となる事業内容など 融資限度額 利率の上限（年率）
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　日本商工会議所が全国408商工会議所の協力により、2689
の業種組合等を対象に、毎月ヒアリングを実施している「商
工会議所LOBO（早期景気観測）調査」により、売上、採算、
業況等についての状況を集計しているもので、平成23年2月
の調査結果のポイントを紹介する。

早期景気観測

2011年 2 月調査結果
業況ＤＩは、わずかに悪化。原材料価格の高騰が響く

　２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲40.1（前月比▲1.4
ポイント）と、３カ月ぶりにマイナス40台となった。原
材料価格の高騰に加え、企業間競争の激化、消費者の低
価格志向や経済対策の縮小に伴う売上の悪化、円高の長
期化などが経営環境に悪影響を及ぼしている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩは▲34.3（前月
比＋4.3ポイント）と２カ月連続でマイナス幅が縮小した。
新興国向け輸出・生産の拡大に加え、春先需要などこれ
まで低迷していた消費に動きがみられることから、売上
回復への期待が寄せられている。一方で、原油をはじめ
原材料価格は今後一段の上昇が見込まれており、先行き
への懸念を訴える声も多い。

　向こう３カ月（３～５月）の先行き見通しについては、全産
業合計の業況ＤＩ（今月比ベース）は▲34.3と、前月（▲38.6）
と比べ＋4.3ポイントとなり、マイナス幅は２カ月連続で縮小
した。

※DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
　売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景
気感の相対的な広がりを意味する。DI＝（増加・好転などの回答割合）－
（減少・悪化などの回答割合）

調査結果のポイント ★産業別概況

ブロック別全産業DI（前年同月比）の推移 関東
全国

業況ＤＩ、売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩは
マイナス幅が拡大、資金繰りＤＩは縮小
　「公共・民間工事とも受注の増加が期待できず、今後も厳し
い経営環境が続く見通し」（一般土木建築工事業）、「鋼材の
仕入価格が上昇している一方、受注は低価格の案件が中心のた
め、収益確保の見通しが立たない」（建設工事業）、「小規模
の案件にも大手住宅販売業者が参入している影響で、地元業者
の売上が悪化し、廃業が目立っている」（板金・金物工事業）。

建 
設 

業

業況ＤＩ、売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩは
マイナス幅が拡大、資金繰りＤＩは縮小
　「円高の影響で取引先からのコストダウン要請があり、厳し
い経営状況」（自動車・同附属品製造業）、「中国をはじめア
ジア諸国の需要が旺盛なことから、海外からの材料調達が困難
になっている」（建設・建築用金属製品製造業）、「前年の猛
暑や天候不順の影響で野菜の収穫量が減少し、仕入価格が上昇」
（その他の食料品製造業）。

製 

造 

業

売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩはマイナス幅が拡大、従業
員ＤＩはほぼ横ばい、業況ＤＩ、資金繰りＤＩは縮小
　「ガソリン価格の上昇により燃料費負担が大きく、経営は厳
しい」（各種商品卸売業）、「大雪の影響で商品の仕入の遅れ
や物流コストの上昇により、採算が悪化」（各種商品卸売業）、
「家電エコポイントの縮小により、12月以降売上が激減」（電
気機械器具卸売業）。

卸 

売 

業

業況ＤＩ、売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩは
マイナス幅が拡大、資金繰りＤＩはほぼ横ばい
　「一部の新商品や話題商品の売上は好調なものの、消費は依
然として冷え込んでいる」（総合スーパー）、「気温の低下や
積雪により冬物商品の売上が好調も、春物商品は売上が伸び悩
んでいる」（総合スーパー）、「購入単価が若干回復傾向にあ
るため、今後の売上改善を期待」（商店街）。

小 

売 

業

業況ＤＩ、売上ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩはマイナス幅
が拡大、採算ＤＩはほぼ横ばい、資金繰りＤＩは縮小
　「来客数の減少に加え、食材の仕入価格、ガス料金の上昇に
より経営環境が厳しく、廃業する店舗が相次いでいる」（その
他の一般飲食店）、「消費者の低価格志向が強く、販売単価が
伸び悩んでいる」（食堂、レストラン）、「３月から春の観光
シーズンが始まるので、宿泊客数の増加を期待」（旅館）。

サ
ー
ビ
ス
業

業 況

売 上

採 算

0.0
－10.0
－20.0
－30.0
－40.0
－50.0
－60.0
－70.0
－80.0
109/11 3 5 7 9 11 10/1 3 5 7 9 11 11/1

0.0
－10.0
－20.0
－30.0
－40.0
－50.0
－60.0
－70.0
－80.0

09/1 3 5 7 9 11 10/1 3 5 7 9 11 11/1

0.0
－10.0
－20.0
－30.0
－40.0
－50.0
－60.0
－70.0
－80.0

09/1 3 5 7 9 11 10/1 3 5 7 9 11 11/1
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上
五
百
円
）、
咲
き
始
め
と
見
頃

過
ぎ
＝
三
百
円

　

問
合
わ
せ…

館
林
市
観
光
協
会

（
電
話
〇
二
七
六―

七
二―

四
一

一
一
）

◆
園
内
に
郷
土
物
産
コ
ー
ナ
ー
を

開
設

　

つ
じ
ま
つ
り
期
間
中
、
館
林
商

工
会
議
所
で
は
館
林
市
物
産
振
興

協
会
等
の
共
催
に
よ
り
、
園
内
に

郷
土
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
市

内
の
特
産
品
を
展
示
す
る
。　

　

問
合
わ
せ…
館
林
商
工
会
議
所

（
電
話
〇
二
七
六―
七
四―

五
一

二
一
）

　

佐
野
商
工
会
議
所
・
佐
野
市
観

光
協
会
主
催
の
「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

（
佐
野
市
な
ど
後
援
）の
審
査
会
が

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
、
グ
ラ
ン
プ

リ ･ 

会
頭
賞
に
石
川
敬
治
さ
ん

（
栃
木
市
）
の
作
品
「
朝
彩
」
な
ど
、

入
賞
二
十
点
が
決
ま
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
佐
野
の
四
季

を
題
材
と
し
、
佐
野
の
魅
力
を
引

き
出
し
、
も
っ
と
佐
野
を
好
き
に

な
れ
る
作
品
、
佐
野
な
ら
で
は
の

風
景
や
風
物
、
催
事
な
ど
地
域
独

　
　
　
　
　

館
林
市
の
つ
つ
じ
ま

つ
り
が
四
月
十
五
日
（
金
）
か
ら

五
月
十
五
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ

れ
る
。

　

面
積
約
十
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
園
内
に
は
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
は

じ
め
、
五
十
余
品
種
約
一
万
株
の

ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
、
中
で
も
高

さ
五
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
古
木
を

は
じ
め
、
樹
齢
八
百
年
を
超
え
る

巨
樹
群
は
世
界
に
類
が
無
い
。

　

つ
つ
じ
の
開
花
時
期
は
、
四
月

中
旬
か
ら
五
月
上
旬
。
色
と
り
ど

り
に
咲
き
揃
う
頃
に
は
、
園
内
す

べ
て
が
息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
。

〇
料
金…

見
頃
＝
大
人
（
高
校
生

以
上
）
六
百
円
、（
団
体
二
十
人
以

両毛両毛両毛
市市55
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

太 田
Ota

館 林
Tatebayashi

て
く
れ
る
。
特
に
、
四 ･ 

六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
丘
陵
地
に
広
が
る
見
渡

す
限
り
の
芝
桜
、
ポ
ピ
ー
は
圧
巻
。

春
の
香
り
漂
う
こ
の
季
節
に
白
、

ピ
ン
ク
、
黄
色
の
「
花
の
じ
ゅ
う

た
ん
」
で
春
を
感
じ
て
み
て
は
。

◆
場
所
＝
太
田
市
北
部
運
動
公
園

　
（
太
田
市
上
強
戸
町
）

◆
期
間
＝
四
月
二
日
（
土
）
〜
五

月
二
十
二
日
（
日
）
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
ま
で
（
会
場
内
店
舗
営

業
時
間
）

◆
料
金
＝
入
場
無
料

◆
駐
車
場
・
料
金
＝
普
通
車　

約

五
百
台
、
バ
ス
八
台
、
乗
用
車
五

百
円
、
バ
ス
二
千
円

お
問
合
せ
先
＝
太
田
市
役
所　

花

と
緑
の
推
進
課
（
電
話
〇
二
七
六

―

四
七―

一
八
四
〇
）

　

足
利
商
工
会
議
所
友
愛
会
館
１

階
売
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
し
か

が
論
語
名
句
選
か
る
た
、
足
利
が

生
ん
だ
孤
高
の
書
家
「
相
田
み
つ

を
」
グ
ッ
ズ
（
カ
レ
ン
ダ
ー
、
文

具
な
ど
）
や
足
利
産
品
を
取
り
揃

え
て
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
八
月
に
誕
生
し
た
足
利
応
援
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
め
た
ま
」
商
品

の
販
売
も
開
始
し
、
数
少
な
い
常

設
取
扱
い
店
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
合
せ
は
、
足
利
商
工
会
議
所

（
℡
〇
二
八
四―

二
一―

一
三
五

四
）
ま
で
。
営
業
時
間
は
、
午
前

十
時
〜
午
後
六
時
、
年
中
無
休
。

　
【
主
な
取
扱
い
商
品
】

　

相
田
み
つ
を
グ
ッ
ズ
、
あ
し
か

が
論
語
名
句
選
か
る
た
、
足
利
ふ

る
さ
と
検
定
問
題
集
、
も
っ
た
い

な
い
バ
ッ
グ
シ
リ
ー
ズ
、
ひ
め
た

ま
グ
ッ
ズ
、
足
利
産
品
（
靴
の
中

敷
ソ
ル
ボ
、
銘
仙
ソ
ッ
ク
ス
、
ウ

エ
ス
ト
ベ
ル
ト
、
枕
、
ア
ル
ミ
製

品
）
な
ど

足 利
Ashikaga

自
の
個
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
作

品
な
ど
を
募
集
。
県
内
外
か
ら
八

七
名
二
〇
八
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
入
賞
作
品
を
中
心
に
各

所
で
写
真
展
を
開
催
す
る
。

◆
佐
野
商
工
会
議
所
【
入
賞
作
品

を
展
示
】
三
月
十
六
日
（
水
）
〜

四
月
十
五
日
（
金
）、【
入
賞
以
外

の
作
品
を
展
示
】
四
月
二
十
日

（
水
）
〜
五
月
六
日
（
金
）

◆
佐
野
市
観
光
物
産
会
館
【
入
賞

作
品
を
展
示
】
四
月
十
八
日（
月
）

〜
五
月
六
日
（
金
）

◆
イ
オ
ン
佐
野
新
都
市
【
応
募
全

作
品
を
展
示
】
五
月
九
日
（
月
）

〜
五
月
十
五
日
（
日
）

　

お
問
合
せ
は
、
佐
野
商
工
会
議

所
（
電
話
〇
二
八
三―

二
二―

五

五
一
一
）
ま
で
。

　
　
　
　
　

約
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
公
園
に
芝
桜
、
桜
、
つ
つ
じ
、

ポ
ピ
ー
な
ど
春
の
花
々
が
咲
き
誇

り
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

太
田
市
北
部
運
動
公
園

か
ら
の
お
知
ら
せ

佐 野
Sano

第
七
回

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

〜
各
所
で
写
真
展
開
催
〜

一
万
株
が
咲
き
誇
る

つ
つ
じ
ま
つ
り
開
催

足
利
産
品
な
ど

充
実
の
品
揃
え

足
利
商
工
会
議
所
友
愛

会
館
一
階
売
店
コ
ー
ナ
ー
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注目！！

ユニーク！！

会員情報を無料で掲載します！
希望会員は☎45-1201まで

大
畑
染
物
店

㈱
ユ
ニ
マ
ー
ク

　

桐
信
本
店
の
向
い
に
あ
る
大
畑

染
物
店
（
錦
町
二
）
は
、
大
正
十

一
年
に
創
業
し
、
今
年
で
八
十
九

年
の
歴
史
を
持
つ
。
店
主
の
大
畑

修
一
さ
ん
は
三
代
目
と
し
て
店
を

守
っ
て
い
る
。

　

岡
登
緑
道
に
面
す
る
ユ
ニ
マ
ー

ク
で
は
、
刺
繍
ワ
ッ
ペ
ン
や
プ
リ

ン
ト
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
を
受
注
生
産
し
て
い
る
。
元

は
『
尾
花
刺
繍
』
と
し
て
、
ア
パ

レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
刺
繍
・
ワ

　

染
物
店
と
い
う
名
の
通
り
、
以

前
は
染
色
も
行
っ
て
い
た
が
、
現

在
は
、
和
服
の
シ
ミ
抜
き
が
主
と

な
っ
て
い
る
。

　

長
年
の
仕
事
で
培
っ
た
シ
ミ
抜

き
の
技
術
は
、
一
朝
一
夕
に
は
真

似
で
き
な
い
。
自
然
に
着
物
や
帯

な
ど
の
品
質
を
見
極
め
る
目
も
養

わ
れ
た
と
い
う
。

　

シ
ミ
抜
き
の
作
業
に
は
、
特
殊

な
分
解
酵
素
を
使
う
が
、
腕
の
見

せ
所
と
な
る
の
が　

湯
の
し　

と

言
わ
れ
る
仕
上
げ
作
業
。
シ
ワ
や

ッ
ペ
ン
を
製
作
す
る
工
場
と
し
て

稼
働
し
た
。
移
り
変
わ
る
時
代
の

中
で
徐
々
に
そ
の
事
業
形
態
を
下

請
け
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を

主
と
す
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向
け

へ
、
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
っ

た
。
ワ
ッ
ペ
ン
企
画
製
造
以
外
に

も
作
業
服
、
帽
子
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
多
数
の
商
品
を
取
り
扱
い
、

１
点
か
ら
刺
繍
・
プ
リ
ン
ト
施
工

を
行
っ
て
い
る
。

　

ユ
ニ
マ
ー
ク
は
、
業
界
で
は
珍

し
く
刺
繍
と
プ
リ
ン
ト
技
術
を
両

方
有
す
る
点
が
強
み
で
あ
る
。
ま

た
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
工
場
を
併

設
し
、
受
注
か
ら
生
産
ま
で
一
貫

し
て
自
社
内
で
行
う
こ
と
で
コ
ス

ト
、
ク
オ
リ
テ
ィ
面
か
ら
も
非
常

に
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
さ
ら
に
、

社
長
の
尾
花
靖
雄
さ
ん
は
電
気
機

械
設
備
の
設
計
に
携
わ
っ
た
経
験

を
持
ち
、
自
社
設
備
の
設
定
も
自

身
で
行
い
、
商
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
高
め
て
い
る
。
し
か
し
、

機
械
技
術
が
発
展
し
た
今
日
で
も
、

デ
ザ
イ
ン
か
ら
刺
繍
工
程
を
決
め

る
作
業
で
は
、
職
人
の
セ
ン
ス
で

仕
上
が
り
に
差
が
出
る
と
言
う
。

同
社
で
は
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
と
永

年
の
刺
繍
工
場
で
培
っ
た
技
術
で
、

主
用
取
引
先
に
テ
レ
ビ
局
や
自
衛

隊
な
ど
が
名
を
連
ね
、
高
い
品
質

を
証
明
し
て
い
る
。
最
近
は
プ
リ

ン
ト
の
色
落
ち
・
剥
が
れ
が
無
い

『
昇
華
プ
リ
ン
ト
』が
好
評
で
、
写

真
な
ど
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
「
更
な
る
商
品
オ
プ
シ
ョ
ン
の

充
実
や
、
新
規
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
展
望
も
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。

▽
住
所
＝
桐
生
市
相
生
町
五―

三

八
三―

二
六

▽
電
話
＝
〇
二
七
七―

五
二―

三

八
三
五

▽
Ｈ
Ｐ
＝http://www.wappenya.com/

型
崩
れ
し
た
着
物
を
蒸
気
に
当
て

な
が
ら
き
れ
い
に
伸
ば
し
て
い
く
。

息
の
合
っ
た
夫
婦
な
ら
で
は
の
技

で
あ
る
。
そ
う
し
た
丁
寧
な
仕
事

は
信
用
と
な
り
、
足
尾
や
小
山
な

ど
遠
方
か
ら
訪
れ
る
お
客
も
い
る
。

　

し
か
し
、
桐
生
の
繊
維
産
業
の

衰
退
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ず
、

年
々
仕
事
量
も
激
減
し
て
い
る
そ

う
。

　
「
最
近
は
着
物
を
着
る
人
自
体

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
、
桐
生
に
住
ん
で
い
る
の
に

寂
し
い
こ
と
。
も
っ
と
多
く
の
人

が
着
物
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

大
畑
さ
ん
。
自
ら
も
事
あ
る
ご
と

に
着
物
姿
で
出
か
け
、
そ
の
文
化

を
伝
え
て
い
る
。

　
「
も
う
、
す
ぐ
に
で

も
店
を
た
た
み
た
い
」

と
嘆
く
大
畑
さ
ん
だ
が
、

こ
の
店
に
寄
せ
ら
れ
る

信
頼
と
確
か
な
技
術
が
、

そ
の
願
い
を
ま
だ
ま
だ

叶
え
て
く
れ
そ
う
に
な

い
。

▽
住
所
＝
桐
生
市
錦
町

二
│
十
三
│
六

▽
電
話
＝
〇
二
七
七
│

四
四
│
六
三
三
八

”

“

文
化
の
継
承
を

”

“

時
代
に
合
っ
た

　
　

サ
ー
ビ
ス
を

”

“

伝統を受け継ぐ大畑さん夫妻自社の独自性を語ってくれた尾花靖雄代表
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